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シシュュロローーダダーー・・  
アアジジアアパパシシフフィィッックク  

ＥＥＳＳＧＧフフォォーーカカスス・・フファァンンドド 
（（資資産産成成長長型型））  

第６期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2022年６月20日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧ

フォーカス・ファンド（資産成長型）」は、2022年６

月20日に第６期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2016年６月30日から2026年６月22日まで 

運 用 方 針 信託財産の積極的な成長を目指した運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

当 フ ァ ン ド 

シュローダー・アジアパシフィック

（除く日本）株式サステナブル投資

マザーファンド受益証券および

シュローダー日本株式サステナブ

ル投資マザーファンド受益証券と

します。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

日本を除くアジアパシフィック諸

国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

我が国の株式とします。 

コマーシャル・ペーパー等の短期有

価証券ならびに短期金融商品等に

直接投資する場合があります。 

組 入 制 限 

当ファンドの 

マザーファンド 

組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー・ 

アジアパシフィック 

（除く日本）株式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。また、外貨建資産への投資

割合には制限を設けません。 

シ ュ ロ ー ダ ー 

日 本 株 式 

サステナブル投資 

マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設け

ません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年６月20日。ただし当該日が休業日の場

合は翌営業日）に、原則として経費控除後の繰越分を

含めた利子・配当収入と売買益（評価損を含みます。）

等から、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定し

ます。 

なお、収益分配を行わない場合があります。 
 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 
２期(2018年６月20日) 14,885 0 11.9 29,915.31 9.6 94.9 － 2.8 6,627 
３期(2019年６月20日) 14,233 0 △ 4.4 28,147.85 △ 5.9 97.3 － 0.9 3,002 
４期(2020年６月22日) 14,428 0 1.4 28,799.93 2.3 97.7 － 0.6 2,826 
５期(2021年６月21日) 19,900 0 37.9 39,507.32 37.2 97.7 － － 2,685 
６期(2022年６月20日) 18,682 0 △ 6.1 37,429.76 △ 5.3 98.1 － － 1,925  

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率、株式先物比率および投資信託証券組入比率は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参  考  指  数 ※ 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2021年６月21日 19,900 － 39,507.32 － 97.7 － － 

６月末 20,049 0.7 39,866.63 0.9 98.6 － － 

７月末 19,334 △2.8 37,891.42 △4.1 97.5 － － 

８月末 19,383 △2.6 38,001.00 △3.8 99.2 － － 

９月末 19,225 △3.4 38,374.01 △2.9 98.9 － － 

10月末 19,780 △0.6 39,397.34 △0.3 99.8 － － 

11月末 19,084 △4.1 38,023.64 △3.8 99.2 － － 

12月末 19,678 △1.1 38,657.53 △2.2 98.6 － － 

2022年１月末 18,866 △5.2 36,883.31 △6.6 98.5 － － 

２月末 18,722 △5.9 36,698.68 △7.1 99.4 － － 

３月末 19,635 △1.3 39,087.82 △1.1 98.9 － － 

４月末 18,646 △6.3 37,287.19 △5.6 99.9 － － 

５月末 19,140 △3.8 38,216.58 △3.3 99.7 － － 

(期  末)        

2022年６月20日 18,682 △6.1 37,429.76 △5.3 98.1 － － 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 
（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率、株式先物比率および投資信託証券組入比率は実質比率を記載しております。
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
 

※ 当ファンドは、ベンチマークを設けておりません。 
参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（円ベース）です。 
当参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）をもとに、委託会社が定める為替レー
トで円換算して独自に算出したものです。MSCI Inc.が作成したものではありません。 
MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した株価指数で、アジア・パシ
フィック地域の先進国・新興国で構成されています。 
当指数に関する著作権、およびその他知的所有権はMSCI Inc.に帰属しております。MSCI Inc.が指数構成銘柄への投資を推奨するもの
ではなく、MSCI Inc.は当指数の利用に伴う如何なる責任も負いません。 
MSCI Inc.は情報の確実性および完結性を保証するものではなく、MSCI Inc.の許諾なしにデータを複製・頒布・使用等することは禁じら
れております。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○運用経過 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2021年６月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首19,900円でスタートした基準価額は、18,682円（分配後）で期末を迎え、期首比6.1％（分配金再投資

ベース）の下落となりました。一方、参考指数であるMSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・イン

デックス（円ベース）は、5.3％の下落で、当ファンドは、参考指数を0.9％下回りました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、ヘルスケアや情報技術の銘柄選択がプラス効果となった一方、コミュニケーション・サー

ビスや素材の銘柄選択がマイナスの影響となりました。銘柄別では、中国のナッツ製品製造・販売会社の保有

がプラス効果となりました。一方、韓国のポータルサイト運営会社の保有がマイナスの影響となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

銘柄選択の効果で、保険業の東京海上ホールディングス、その他金融のオリックス、ゴム製品の三ツ星ベル

ト、銀行業の三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループなどのオーバーウェイトが堅調な業績を背景とした株価上

昇により、プラスに寄与しました。一方、自動車のサプライチェーン混乱の長期化が懸念された電気機器のス

タンレー電気、円安の悪影響が懸念された小売業のニトリホールディングス、コロナの影響による営業活動の

制約で業績が下振れした情報・通信業の大塚商会などのオーバーウェイトがマイナスに影響しました。 

 

 

（アジア・パシフィック（除く日本）株式市場） 

当期のアジアパシフィック（除く日本）株式市場は、下落して終えました。期初より2021年７月にかけて下

落しました。一部業界に対する中国当局の規制強化を懸念した中国株式市場の急落が下げを主導しました。８

月は一転上昇しました。新型コロナウイルスワクチン接種率の上昇と感染率の低下が支援材料となり、投資家

心理が改善しました。９月は反落しました。不動産開発会社である中国恒大集団（Evergrande）の債務問題に

起因する波及効果への懸念がマイナス要因となりました。10月初旬は企業の業績ガイダンスが総じて良好な

内容であったこと等が好材料となり堅調に推移したものの、月末にかけてエネルギー価格の高騰やインフレ

率の上昇に対する懸念が強まり、月初の上げ幅を縮めました。11月は下落しました。新型コロナウイルスの新

たな変異型ウイルスであるオミクロン株の出現により、回復を見せていた世界景気が腰折れするとの懸念が

市場参加者の間に広がりました。12月は上昇しました。オミクロン株の感染による症状は予想されていたほど

重症化しないという報道が増え、リスクセンチメントが改善しました。2022年１月は一転、下落しました。米

連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がインフレ抑制に向けて、早ければ３月に利上げを実施するとの観測から市場

に動揺が広がりました。２月はロシアによるウクライナへ軍事侵攻を受け、世界の株式市場が下落しました。

３月から４月にかけて下落基調が続きました。ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化、金利上昇、インフレ率上昇

等が市場センチメントを悪化させる要因となりました。特に中国が新型コロナウイルスの過去最悪ペースの

感染急拡大を抑え込むため厳しい措置を講じたことにより、経済活動の停滞による世界経済への影響とサプ

ライチェーンの一段の混乱への懸念が強まりました。５月は一転、上昇しました。中国政府が経済安定化を目

指し対策を講じたこと等がプラス要因となりました。その後当期末にかけて、欧州中央銀行（ＥＣＢ）による

金融政策の正常化や、５月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）が大幅な上昇となったこと等が材料視され、下落し

て終えました。（株式市場の騰落は米ドルベースで記載しております。） 

 

（国内株式市場） 

2021年の国内株式市場は概ねボックス圏で推移する中、新型コロナウイルスのワクチン接種の拡大に伴う

経済活動の正常化期待から年末にかけては堅調な推移となりました。2022年に入り、ウクライナ情勢の懸念や

米国の金融引き締めなどを背景に日本株式は下落基調の動きとなりました。 

企業業績については、2020年度４-６月期をボトムに回復し、改善が継続しています。2021年度は３割程度

の増益着地となり、2022年度についても日本企業の増益基調は継続するとみています。 

 

  

投資環境 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

（当ファンド） 

「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」ならびに「シュ

ローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対象である、日本

を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

としました。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

セクター別では、ヘルスケアに対し、強気の見方を維持し、保有比率を引き上げました。一方、エネルギー

に対する弱気の見方を維持し、保有比率を引き下げました。国別では、中国に対する弱気の見方が後退し、保

有比率を引き上げました。一方、台湾に対する強気の見方が後退し、保有比率を引き下げました。銘柄別では、

中国の太陽光エネルギー製品メーカーであるLONGi Green Energyを新規に購入しました。低コストで統合さ

れたビジネスモデルを有し、世界的な脱炭素化の動きと長期的な太陽光発電需要の恩恵を受けています。ソー

ラーパネルのコストを低減し、再生可能エネルギーの普及とエネルギー効率の向上を企図し、研究開発に投資

を継続している点を評価しました。一方、韓国の電子機器メーカーであるLG Electronicsを全売却しました。

投入コストの上昇が収益性に影響を及ぼす可能性が高く、製品需要が正常化する中、収益成長は鈍化すると判

断しました。 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

電気機器、精密機器では、音楽、センサー、ゲームといった複数の成長ドライバーを有し、自社株買いなど

株主還元の姿勢も評価してソニーグループの投資を開始しました。また、経営トップの強いリーダーシップの

下、デジタルとアナログを組み合わせたソリューションの提案で売上成長が加速するとみているルネサスエ

レクトロニクスへの投資もスタートしました。加えて、堅調なＩＴサービス需要に支えられ、構造改革などに

より利益率改善が期待できる富士通への投資を行いました。一方、ＴＤＫについては中型電池への投資負担が

大きくなる懸念から全売却を行いました。 

ディフェンシブ関連では、中期的に高い利益成長が可能とみられるものの過去１年でのアンダーパフォー

ム幅が大きい中外製薬を新規に組み入れました。一方、新薬の開発が中断され、中期的な利益成長率の低下が

懸念される武田薬品工業の全売却を実施しました。 

情報・通信業では、業績回復にやや時間を要すると判断して大塚商会の全売却を行う一方、ＩＯＷＮなど次

世代技術の開発に加え、高い株主還元期待から日本電信電話を新規に組み入れました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

 

当ファンドの値動きを表す適切な指標が存在しない

ため、ベンチマークは設けておりません。 

基準価額と参考指数の対比は、右図の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 

2021年６月22日～ 
2022年６月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,681  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドの参考指数は、MSCI オールカントリー・アジア・

パシフィック・インデックス（円ベース）です。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

今後も引き続き、「シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド」

ならびに「シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド」の受益証券への投資を通じ、主要投資対

象である、日本を含むアジアパシフィック諸国の株式に投資し、信託財産の積極的な成長を目指した運用を行

います。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、MSCI オールカントリー・アジア・パシフィック・インデック

ス（米ドルベース）の構成国における日本を除くアジアパシフィック諸国と日本との比率に準じた割合を目安

とし、必要に応じてリバランスを行います。 

 

（シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド） 

中国のパンデミック対策は封じ込めから経済活動再開に切り替わり、当局の政策の方向性としては、金融、

不動産、インターネット、教育業界への規制強化や「共同富裕」の推進に見られた引き締めとは対照的に、規

制の監視は緩和され、回復と再開を支援する方向に向かっています。当ポートフォリオでは、脱炭素化、輸入

代替、国産ブランド志向の高まりといった中国の長期的な政策目標に合致する企業に注目しています。その他

に注視すべき問題はインフレです。アジアの大部分はエネルギーを輸入に依存しており、特にロシア・ウクラ

イナ紛争が長期化し、欧州がロシア産原油の輸入を禁止する中、原油価格の上昇はアジア地域で予想を上回る

インフレ率の継続につながると予想されます。利上げがまだ実施されていない市場（フィリピンやタイ等）で

金利が上昇すると、経済成長率が回復する前に一段の減速となる可能性が高いとみています。当ポートフォリ

オでは、インフレヘッジの目的と中国の景気刺激策への期待から、オーストラリアの鉱山銘柄に着目していま

す。また、金利上昇に恩恵を受けるセクターとしてアジア地域の銀行を厳選して保有したいと考えています。

こうした環境下、アジアパシフィック地域は一時的にボラティリティ（変動性）の高い市場展開となる可能性

はありますが、長期的には高い成長余地を持つ地域であるとの考えを維持しています。 

 

（シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド） 

企業のマネジメント・経営戦略の評価を重視し、ＥＳＧの観点から各ステークホルダーに対して適切な配慮

が行われていると判断される企業をボトムアップ・アプローチで選別し、中長期の視点で投資する方針です。

また、企業価値の向上の観点から課題を有する企業で、対話による課題解決が可能と判断される企業にも投資

を行います。 

市場見通しについては、日本企業の業績は2022年度も増益基調が継続するとみられ、相場をサポートする要

因と考えます。また、バリュエーション（価値評価）についても過去平均に比べて低位であることから下値は

限定的とみていますが、一方で、ウクライナを巡る情勢は依然として不透明感が強く、世界的なインフレに伴

う金利上昇からマクロ面での下振れリスクに対する懸念も大きいため、一進一退の相場展開を想定しています。 

今後は、個別企業の収益力が重視され銘柄間の格差がつきやすい経済情勢の中、収益や経営のクオリティー

がより重要な要素になるものと思います。中長期の企業価値の観点から、業績の改善余地がまだ織り込まれて

いない銘柄や業績に対する短期的な悲観により割安感が強まっている銘柄に注目して、持続的な成長が可能

な銘柄への投資を進めます。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 353  1.832  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (180)  (0.932)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (159)  (0.823)  ・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および受益者への情報提供等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.077)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.030   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.030)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 7   0.034   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.034)   

（d） そ の 他 費 用 53   0.273   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 19)  (0.100)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
 送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.015)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 18)  (0.095)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.062)  ・その他は、グローバルな取引主体識別子（ＬＥＩ：Legal Entity Identifier） 
  登録費用、金銭信託手数料、信託事務の処理に要するその他の諸経費等 

 合 計 419   2.169    

期中の平均基準価額は、19,295円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.11％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 38,029 84,251 233,760 511,231 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 13,735 27,895 132,240 263,356 
 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

 

項 目 

当 期 
シュローダー・ 

アジアパシフィック（除く日本）株式 
サステナブル投資マザーファンド 

シュローダー日本株式 
サステナブル投資マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 635,517千円 611,627千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,744,372千円 874,588千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.36   0.69   
 

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○組入資産の明細 (2022年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 811,604 615,874 1,334,968 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 441,681 323,176 610,932 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド 1,334,968 68.6 

シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド 610,932 31.4 

コール・ローン等、その他 933 0.0 

投資信託財産総額 1,946,833 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産

（1,465,017千円）の投資信託財産総額（1,480,166千円）に対する比率は99.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝135.25円、１オーストラリア

ドル＝94.01円、１ニュージーランドドル＝85.51円、１香港ドル＝17.23円、１シンガポールドル＝97.39円、１タイバーツ＝3.83円、

１フィリピンペソ＝2.517円、１インドネシアルピア＝0.0092円、１韓国ウォン＝0.1048円、１台湾ドル＝4.5473円、１オフショア元＝

20.1723円、１インドルピー＝1.75円です。 

 

 

親投資信託残高 
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シュローダー・アジアパシフィックＥＳＧフォーカス・ファンド（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,946,833,024   

 シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 1,334,968,612   

 シュローダー日本株式サステナブル投資マザーファンド(評価額) 610,932,025   

 未収入金 932,387   

(B) 負債 21,752,867   

 未払解約金 932,387   

 未払信託報酬 19,644,290   

 その他未払費用 1,176,190   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,925,080,157   

 元本 1,030,446,791   

 次期繰越損益金 894,633,366   

(D) 受益権総口数 1,030,446,791口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,682円 
 

［元本増減］ 
期首元本額 1,349,542,830円 
期中追加設定元本額 44,791,355円 
期中一部解約元本額 363,887,394円 

 

○損益の状況 (2021年６月22日～2022年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 80,480,813   

 売買益 21,551,469   

 売買損 △102,032,282   

(B) 信託報酬等 △ 44,654,588   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △125,135,401   

(D) 前期繰越損益金 382,374,417   

(E) 追加信託差損益金 637,394,350   

 (配当等相当額) (  336,576,140)  

 (売買損益相当額) (  300,818,210)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 894,633,366   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 894,633,366   

 追加信託差損益金 637,394,350   

 (配当等相当額) (  336,639,864)  

 (売買損益相当額) (  300,754,486)  

 分配準備積立金 383,103,596   

 繰越損益金 △125,864,580   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（729,179円）、費
用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収益
調整金（511,529,770円）および分配準備積立金（382,374,417
円）より分配対象収益は894,633,366円（10,000口当たり8,681
円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
（注） 当ファンドが主要投資対象としております、シュローダー・アジアパシフィック（除く日本）株式サステナブル投資マザーファンドは、

外貨建資産の運用の指図権限をシュローダー・インベストメント・マネージメント（香港）リミテッドに委託しております。その費用
として、委託者報酬のうち、販売会社へ支払う手数料を除いた額より、運用権限委託契約に定められた報酬額を支払っております。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 

＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。  
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